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2012年工学部第 2問

2 四面体 OABC は OA = 1; OB =
B

15; OC = 2; ÎAOB = ¼
2
; ÎAOC = ¼

3
を満たしている．

線分 OA と OB を s : 1 ¡ s (0 < s < 1) に内分する点をそれぞれ P，Q とし，4CPQ の重心を G とする．
¡!
OA =

¡!
a ;
¡!
OB =

¡!
b ;
¡!
OC =

¡!
c ; ÎBOC = µ (0 < µ < ¼)として，次に答えよ．

(1) ベクトル
¡!
OGを

¡!
a ;
¡!
b ;
¡!
c と sを用いて表せ．

(2) ベクトル
¡!
OGは平面 ABCに垂直であるとする．

(a) sと cosµの値を求めよ．

(b) 線分 OGと BCの長さ，およびÎBACを求めよ．

(c) 四面体 OABCの体積Vを求めよ．


